KICHIJOJI MEDIA CENTER : THE FUTURE PABLICATION IN DISTRICT BEHIND KINTETSU by 梅村 知足
吉祥寺メディアセンター : 旧近鉄裏界隈における
今後の公共性
著者 梅村 知足
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 1
発行年 2012-03
URL http://hdl.handle.net/10114/8369
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要 Vol.1(2012 年 3 月）                    法政大学 
 
吉祥寺メディアセンター 
～旧近鉄裏界隈における今後の公共性～ 
 
KICHIJOJI MEDIA CENTER 
~THE FUTURE PABLICATION IN DISTRICT BEHIND KINTETSU~ 
 
梅村 知足 
Tomotari Umemura  
指導教員 永瀬  克己  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
 This project is substituted proposal against the developed new apartments on the Kichijoji district called 
behind Kintetsu. On the way of promoted urban development activities, although Kichijyoji will be just 
residential like build up the plenty of typical apartments, there should be become more public for people and be 
one of appeal of Kichijyoji from the point of land condition and characteristic of Kichijyoji. This project is 
planning to build up the media center and support to opportunities to renewal the town.  
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１． 研究目的・方法 
（１）研究目的 
住みたい街 NO.1 で知られる吉祥寺では 2011 年現在、
都市開発が進み、駅ビルなどのリニューアル工事が行わ
れている。そんな中、通称旧近鉄裏と呼ばれる吉祥寺東
地区もその対象にあり、マンション開発により、住宅地
化が予想される。 
かつて、吉祥寺の歌舞伎町とも呼ばれた旧近鉄裏の風
俗街も、昭和 58 年から続いた都市浄化活動により、つ
いに「きれいな街」に変わろうとしている。しかし、「き
れいな街」＝「単なる住宅地化」で本当に良いのであろ
うか。浄化して、どこにでもあるようなマンションが建
ち並ぶ街になる事が本当に旧近鉄裏にとって最善とは
思えない。 
そこで、本研究ではそのカウンタープロジェクトとし
て、より公共的なまちづくりへの第一手となるような建
築を考えていきたい。 
これまで、ある一定の大人のための街だったものを、
老若男女、皆が目的地として訪れるようなまちづくりの
きっかけを提案する。 
（２）研究方法 
本研究では以下の方法をとり研究を進めた。 
.1 対象地調査 
研究対象地である旧近鉄裏の現実と歴史的経緯を追
った。住みたい街ナンバーワンのイメージからは離れた
この地域が如何にしてつくられたのかを探っていった。 
また、そこから得られた吉祥寺図書館というキーワー
ドから、武蔵野市の図書館の関係性と吉祥寺図書館の現
状を分析する事にした。 
.2 図書館およびメディアセンターに関する事例調査 
.１から得られた結果より、メディアセンターを計画す
る事にした。そのため、近作のメディアセンターおよび
図書館の実例をいくつかピックアップし、分析していっ
た。 
.3 他のプログラムとの繋がり方に関する事例調査       
.1 及び.2 より、様々なプログラムを含むメディアセン
ターにおいて、それぞれのプログラムの繋がり方が重要
だと判断した。そこで、メディアセンターを除いた他の
プログラムとの関わり方について興味深い建築を調査
し、分析を行った。 
.4 設計提案 
.1～.3 で得られた考察より、この地域に適性と考える
プログラムを含むメディアセンターを計画する。 
 
２． 吉祥寺旧近鉄裏について 
（１）歴史 
敷地とした武蔵野市東端に位置する旧近鉄裏は以下
のような歴史を持つ。 
40年代の後半、反面駅北口の俗に、近鉄裏という一画
にバー、キャバレーなどの風俗営業を行う店が数多く進
出して歓楽街を形成した。刺激的な看板、ネオンサイン
や行き過ぎた客の呼び込みなどの営業行為は、近隣の生
活環境を著しく悪化させた。 
51 年の初めには、ストリップ劇場進出の動きがあり、
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地域住民が中心となり、ストリップ劇場設置反対運動を
強力に展開した。４月には武蔵野市環境浄化推進市民委
員会を発足させた。 
市議会では署名による請願を受けて、環境浄化特別委
員会を設置し、以後、業者との懇談、関係官庁との連絡
会の開催都議会に対する陳情、警察に対する取り締まり
強化の要請などを積極的に進めていった。市においても、
市の環境浄化対策を立てるための環境浄化対策本部を
設けて意欲的に取り組んだ。こうしてストリップ劇場は、
51年暮れには廃業に追い込むことができたのである。 
続いて住民運動の標的となったのは、いわゆるピンク
キャバレー（ピンクサロン）だった。51年はピンクキャ
バレーの全盛期で年末には駅周辺で 50店を超していた。
前述の市民委員会は、53年２月に建物所有者とピンクサ
ロンの出店禁止の協定を交わすなど、強力な運動を進め
てきた。市では 53 年４月に街頭に防犯テレビカメラを
設置し、犯罪防止策を進めた。 
53年ごろからラブホテル、レンタルルーム、ビニ本屋、
ポルノショップ、ファッション喫茶など新しい風俗産業
が次々と同地区に進出してきた。市では、58年に弁護士
を環境対策専門委員として委嘱し、市職員で構成するプ
ロジェクトチームとともに、市民から要望の強い環境浄
化対策の条例化について検討を重ねた。こうして環境浄
化に関する理念や基本的事項を定めた「武蔵野市環境浄
化に関する条例案｣と、「武蔵野市旅館、レンタルルー
ム規制条例案」をまとめた｡ 
両条例により、特に環境浄化を推進する必要がある地
区を｢環境浄ｲﾋ特別推進地区｣としここには旅館レンタ
ルルームの営業が許可されないことになった。 
表１．旧近鉄裏の環境浄化に関する年表 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
（２）今後の課題 
昭和 50 年代後半から始まった旧近鉄裏における都市
環境浄化活動もついに佳境を迎えようとしている。風俗
に対する市の規制は益々強まり、多くの風俗店が撤退し
つつある。そんな中、都市浄化の目的も兼ねて建設され
た吉祥寺図書館の南側に、現在高層マンションが建設中
である。おそらく、この計画を中心に旧近鉄裏の新しい
まちづくりが始まるだろう。 
しかし、都市環境浄化の方法としてマンション開発を
する事に疑問を感じる。今後、似たようなプロジェクト
がこの地域で行われれば、確実に無特徴な住宅街になる
だろう。まちを「掃除」し無害化する事だけが、新しい
まちづくりではないはずである。もっと公共性を持ち、
吉祥寺の他の地域のように様々な人が興味を持って訪
れることが出来るようなまちづくりを目指すべきでは
ないだろうか。 
その第一手として、この敷地はとても重要になり、そ
こに含まれるプログラムも非常に重要な物になるはず
である。もっと公共性が高く、誰でも足を運ぶ事が出来
るような、吉祥寺の回遊性の一部を担うまちづくり、そ
して建築提案が必要である。 
 
３． 吉祥寺図書館について   
（１）吉祥寺図書館概要 
旧近鉄裏の都市浄化の一環として吉祥寺図書館が現
在の場所に建てられた。 
表２．吉祥寺図書館概要 
 
 
 
 
 
 
（２）他の２つの武蔵野市立図書館との比較 
武蔵野市では、市内に等間隔に配置した３館の図書館
により、図書環境の充実を図っている。中央図書館と武
蔵野プレイスの両者ともに郊外のゆったりとした雰囲
気の中に広い床面積を有して建っている。それに対し吉
祥寺図書館は風俗街のすぐ近くに立ち、その延べ床面積
は約 1700 ㎡と非常に小さい。しかし、吉祥寺図書館の
需要がないわけではなく、貸出冊数は市全体の約 4割を
占めている。このことから見ても、吉祥寺図書館の規模
は非常に小さく、需要に追い付いてないことが分かる。 
吉祥寺駅は最も利用者数が多く、他 2 駅の 3 倍以上に
上る。また、市の町別昼夜間人口比率から、いかに図書
館の開館時間である昼、吉祥寺に人が多く訪れているか
が見て取れる。 
表３．他の図書館の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-旧近鉄裏の環境浄化に関する経緯- 
昭和 40年後半 風俗街化 
昭和 51年 ストリップ劇場進出阻止運動 
昭和 58年 環境浄化に関する条例及び旅館レ
ンタルルーム規制条約 
昭和 62年 環境浄化対策の一環として吉祥寺
図書館を開館 
平成 14年 つきまとい勧誘行為防止及び路上
宣伝行為の適正化条例 
 
＜吉祥寺図書館＞ 
  敷地面積：815 ㎡ 
  延床面積：1,655 ㎡ 
  所  蔵  数：9 万 7 千冊 
  貸  出  数：46 万冊/年 
＜中央図書館＞ 
  敷地面積：3,005 ㎡ 
  延床面積：7,529 ㎡ 
  所  蔵  数：51 万 2 千冊 
  貸  出  数：92 万冊/年 
 
＜武蔵野プレイス＞ 
  敷地面積：2,166 ㎡ 
  延床面積：9,809 ㎡ 
  所  蔵  数：14 万 5 千冊 
  貸  出  数：31 万 5 千冊/年 
Hosei University RepositoryUniversity Repository
また、市内の図書に対する需要は年々増加傾向にある。
吉祥寺という街の利便性と図書に対する需要から、吉祥
寺図書館の需要はますます高まることが予想され、現在
の規模では満足な図書の供給が出来なくなるだろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図．１ 武蔵野市の予約リクエスト数の推移 
 
４． 事例調査 
（１）メディアセンターに関する事例 
近年増加傾向にあるメディアセンターは、図書だけで
なく他のプログラムも含むため、それらのプログラムの
つながり方が大切であることが分かる。配置や空間の仕
切り方がとても重要になり、それぞれを完全に閉ざすの
ではなく、他のプログラムを意識させるよう計画されて
いるものが多い。 
また、空間のボリュームの大きさも重要になる。大き
な空間で広場のようにゆったりとした時間を過ごすこ
とが出来る空間や、天井高が低く勉強や読書に集中でき
る空間など、それぞれのプログラムにふさわしいボリュ
ームを設定することで、プログラム自体の領域をしっか
りと意識させることも大切なようである。領域同士の認
識が、それらの空間的分節と連続の操作が設計に大きく
関わってくると考える。 
（２）プログラムの分節と連続に関する事例 
プログラムの分節と連続の手法としては、開口の操作、
ヴォイドの使いかた、壁の角度の操作など多岐にわたる。
そのどれもが、プログラムの配置と見え方が重要である
ことが分かった。他の空間を感じる、もしくは他者の動
きを見る事により、人の興味は次の空間へと移り、次の
目的地をつくる。 
 
５． 設計 
（１）設計趣旨 
現在、旧近鉄裏は都市浄化の流れを受け、マンション
開発が行われている。おそらく今後は住宅街化が進むで
あろう。しかし、どこにでもあるようなマンションが立
ち並ぶことが、この地にとって最善だろうか。吉祥寺駅
から徒歩数分にあり、商業エリアにも隣接するこの地域
も、他のエリア同様に公共性を持ち、様々な人が訪れる
地域になるべきである。 
そこで、本計画ではマンション開発ではなく、メデイ
アセンターを計画する。理由は以下の２点である。 
 
①吉祥寺図書館の規模、需要、立地条件から増築の必
要がある。 
②図書のみに限らず、ギャラリーやイベントスペース
など、様々なプログラムを含む複合的なメディアセンタ
ーなら多種多様な人々の目的地となりやすい。 
本計画では、吉祥寺という街のスケール感と、異なる
プログラムの連鎖空間をテーマに設計する。街のスケー
ル感を建築内部に取り込みながら、同時に異なるプログ
ラムを意識できる空間とすることで、目的が次々と連鎖
することを狙う。 
訪れる理由のなかったこの地に、目的とする場所が出
来れば人は集まり、やがてそこに住宅地にはない公共的
な街がつくられる。 
（２）設計概要 
敷地はかつて風俗街として、吉祥寺の中でも異色の地
であった旧近鉄裏である。環境浄化活動の対象地となっ
たが、街としての更新は見られず、吉祥寺の中でも老朽
化した建築物の多い地域である。 
現在、吉祥寺図書館は２階児童図書専用とし、週に一
度子供向けの読みきかせイベントなどを行うなど、児童
図書館としての役割も大きい。そこで、本計画では、吉
祥寺図書館はその機能を児童図書専用とし、計画案に一
般図書その他メディア機能を含むものとする。それらを
ブリッジでつなぎ、機能を分けると同時に建物間のスム
ーズな移動を可能にする。 
表．４ 設計概要 
 
 
 
 
 
 
（３）設計手法 
①小さな空間の連続 
吉祥寺では、建築の低層部での小さな商業空間とそれ
が道を介して連続した街並みが特徴的である。この小さ
なスケールの連続が街全体を覆うことにより、街そのも
のが商業空間として成り立っている。人は、この小さな
スケールの連続により、興味が次々と移り街を回遊する
ことになる。本計画では、この小さな空間の連続をメデ
ィアセンターのプログラムに置き換え、建築内部を構成
していく。 
 
 
 
 
 
 
 
図２．吉祥寺の様子 
＜吉祥寺メディアテークの提案＞ 
敷地面積：1600 ㎡ 
用途地域：商業 
建ぺい率：80％ 
容 積 率 ：500％ 
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②プログラムの分節と連続 
フロアレベルをずらすことによりプログラム同士の
領域を分ける。壁で仕切らず、視覚は抜けるので互いの
領域の差と視覚的連続が生じる。【図３】 
レベル差により生じたずれた空間を螺旋状に積み上
げ、上層階まで空間を連続させる。【図４】 
 
 
図３．フロアレベルのずれ 
 
 
 
 
 図４．螺旋状のフロア 
 
 
③プログラムと動線 
レベル差により小さなスケールに分節されたフロア
にメディアセンターのプログラムを点在させる。そして
螺旋状のフロアに点在したプログラム間を縫うように
スロープで全体をつなげる 
 
     
                         図５．内観パース 
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